
　有松まちづくりの会総会　　（5月22日）　　　　於：有松鳴海絞会館

　瀬音(せおと)秀幸新区長始め緑区役所関係部署、名

古屋市歴まち課・観光推進課の皆さんの列席の下、

令和６年度の総会が行われた。議事は、

・令和５年度事業報告並びに収支決算報告について

・令和６年度事業計画並びに収支予算について  （花屋Luore提供）

・会則の一部改正について　　　の3件。  今月の花　カラー

　いずれも賛成多数で承認された。

　審議に先立ち、中濵豊会長から「皆

さんのお力添えをいただきまちづくり

を進めていきたい」との挨拶があった。

　昨年度末に開催された「有松を語ろ

う会」で提案された多くの意見を集約し、未来を見据えた町づくりに取り組んでいく第一歩として、環境の

整備(ありまつ公園内に公衆トイレを設置・重伝建地区内の路上禁煙活動)を進めることが計画された。

　NPO法人コンソーシアム有松総会　　　（5月21日） 

　装いも新たになった「申申居」(しんしんきょ：旧庄九郎カフェ)にて開催。

中村理事長挨拶の後、昨年度実施の観光庁や文化庁事業、まちなみ美術館

や有松茶会などについて事務局より報告があり承認されました。また、本

年度も有松・鳴海絞「資料館」設立に繋がる事業や有松を通して観光の振

興、伝統・文化の保全と継承を図る事業を行っていくことになりました。

　緑区役所主催 "天保の村絵図片手に古道めぐり"散策会　　　　 有松(5月9日)・桶狭間（5月16日）

　村絵図に描かれた道は今どうなっているのか、探しに出かける散策会(緑区ルネッサンスフォーラム企画)

が有松あないびとの会・桶狭間古戦場保存会の案内で

実施された。参加者20数名はわずかに残る古道跡や雰

囲気を残している道を歩いた。有松では分かれ道・長

坂道を、桶狭間では長坂道の続きと近崎道を歩いた。

　古道は行き先で名前が付けられることなどの説明を

受けた。参加者から「また参加したい」「名ガイドに

恵まれた」との好意的な感想が寄せられた。　　　　　　　　　　有松:かえで道　　桶狭間:古戦場公園を案内



　NPO法人桶狭間古戦場保存会総会　　（5月3日）

　平成29年NPO設立以来8回目の総会が運営

委員32名(総数38名 委任状含む)で開催され　

ました。梶野泉理事長の挨拶後、以下の議案

が審議され、賛成多数（拍手）で可決成立と

なりました。

・第1号議案　令和5年度事業報告並びに収支決算報告・監査報告 　　     　保存会総会の様子

・第2号議案　令和6年度事業計画並びに収支予算     慰霊祭の様子

　総会のなかで説明された令和5年度事業報告の要点は次の２項目

に集約されました。

　①　観光案内所は年中無休の運営が続けられ、観光拠点の役割

　　も定着してきました。大河ドラマどうする家康の影響もあり、

　　全国各地からの来訪者は年間7500人を超えました。

　②　新しい観光商品として「ご城印」に加え、「武将印」が登

　　場し、好評を博しています。

　　2024　桶狭間古戦場まつり　　　（5月19日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　まつり当日は小雨。でも、昨年中止のステージイベントや午後の

甲冑隊パレードは実施され、多くの人が会場を訪れていました。

　9:30に甲冑試着体験や忍術修行・スタンプラリーが始まりました。

10:00に桶狭間幼稚園の皆さんの歌と踊りが始まると、会場は一気に

盛り上がりステージ前は黒山の人だかり。

我が子の撮影に忙しそうです。11:00には　

戦没慰霊供養が長福寺の小山昌純住職に

より厳かに進められました。

　昼、長福寺駐車場の戦国屋台村は人で

いっぱい。14:00を過ぎると、各地の武将

隊がステージに集結。10本近くの幟が風

に揺れていました。

　新区長　桶狭間古戦場まつりに参加

　会場を訪れた瀬音(せおと)秀幸新区長は、本陣跡

や古道を保存会ガイドの高瀬幸枝さんの案内で、精

力的に見学されました。桶狭間の歴史の奥深さを感

じ取っていただけたのではないでしょうか。

　特に、"天保の村絵図片手に古道

めぐり"コースの一部を歩かれたと

きは鳴海道や本陣跡に興味を示さ

れていました。甲冑試着体験もさ

れるなど気さくな一面も見られま

した。 　　　　中央が瀬音区長



　SHIBORIフラッグ制作イベント　　（4月27日）　　於：有松・鳴海絞会館２階

　名古屋グランパスのエンブレ

ムが今季から新しくなり、有松

絞りで制作されることになりま

した。

　有松絞りまつりが40回目の節

目を迎えるのに合わせた企画で

もあります。

　エンブレム部分はプロの職人さんによる伝統技法で作られますが、その周辺部分を多くの地域の皆さんで

創作的な絞り技法を用いて制作しようというもの。参加者は２０名程。小さなお子さん連れの参加者もおり、

ハンカチ程に小さく切ったフラッグのパーツにスーパーボールを輪ゴムで括り絞りを施していました。括っ

た後は染色。皆さん、本当に楽しそうに取り組んでいました。

　制作するエンブレムは、大きさ６m×2,5mで３枚作られるとのこと。地域の人とのつながりを深めたいと

の名古屋グランパスの思いが伝わってきます。６月の絞りまつりと豊田スタジアムに飾られます。それにし

ても、グランパスくんJr(写真中央)は会場盛り上げに大活躍でした。

　　　連載　　有松に おみせ を構えて　②　しぼりの宿　MADO

　　有松で唯一の宿、古い様式の建物が連続している西町に独自の　

　存在感を放っている。店主の山田 拓さんにお話を伺いました。

▶　どうして有松にお店を構えることにしたのですか？

　もともと景観の良い歴史的な町で古民家を改修したゲストハウス

をやりたい思いがあった。最終的に有松に決めたのは、ちょうど空

き家になる物件と出会えたご縁の部分が大きく、今でもここに店を

構えられたことをよかったと思っている。

▶　これまでのご苦労や喜びは？

　住民や既に構えているお店の方とどのようにして関係を作り、ど

のように馴染んだら良いか悩むことが多かった。また、経営の観点からはいつもお客様

で溢れる観光地ではないので集客が簡単ではなかった。これは有松という町の認知度

が高くないことも影響しており、今でも課題であると捉えている。

▶　これからのこと、こんな町になって欲しいという願いは？

　数を追うのではなく、何かを探し求めているお客様に満足ただけるような奥深さや

本物を表現できたら良いのではないか。また、もう少し視野を広げて"地域"として考

えることも必要だと思うようになった。知多や三河、名古屋中心部など、愛知の様々

なところを観光するためのハブとして機能すれば、周囲を含めて愛知や有松そのもの

に新たな魅力を感じていただけるのではないか。また、住民にとって居心地の良い町であることも大事。

　MADOってどんなところ？　（会報「有松]No90より一部転載）

　2015年からゲストハウスとして営業し、2023年5月より1棟貸し切りの”しぼりの宿MADO”として生まれ変

わりました。１日１組限定で、お客様が思い思いに有松を堪能してくださる拠点としてMODOを使ってもら

えたらと考えたのです。昼間の時間は宿泊が絡まないので時間貸しも対応しています。旅行客だけでなく、

住民や他の店舗の方々にも多様な用途で活用いただけたら幸いです。



　金継ぎ入門 in 有松　（４月２７日）　　於：六弦とコットン

　本格的な漆を使っての金継ぎ教室。初級コースとし

て、欠けた器の修理を5回で行うというものです。

（4/13,4/27,5/11,6/8,6/22:土曜日）

　見学したのは２回目。砥の粉を少量の水で溶き、そ

こに生漆を混ぜる。70回ほど捏ねた後、器の欠けた所

に盛る。受講生はかぶれ防止のため、手袋をはめて作

業している。真剣な表情が印象的でした。

　格子越しに東海道沿いの井桁屋が臨める。歴史を感

じさせる金継ぎには相応しい会場のようである。

　講師の上山明子さんは乾漆彫刻家。昨年もこの会場

で個展を開催されている。 　　　　　　左側が講師の上山さん

　有松町家ライブ　薫風の奏 Classicライブ　　　（5月18日）　　　於：棚橋家住宅

　先月に続き”棚橋邸ゆかりのアーティストシリーズ”第2弾。チェロ奏者

の棚橋龍三氏が、なぜフルートを残したのか。この調査で出会ったのが、

古楽器研究家の森本英希氏。ドイツ製であることが分かる。おそらく戦

時中有松にあった俘虜収容所の捕虜をドイツ系米国人の軍医と共に治療

に当たっていたので、"友情の証"として贈られたものではないかと。

　3種類のフルートを使っての演奏は圧巻。ピアニストの関野直樹氏との

コラボもあり、参加者45名は演奏に魅了されていた。　　　　　

　　　　　　《今後の町家ライブ》　　　　　6月15日(土)14:00～JAZZライブ　棚橋邸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月6日(土)17:00～真夏の宵ギターの奏　寿限無茶屋

　外国からのお客様　（5月18日）
　昨年に続き、名古屋商科大学から留学生など18人が、伝統産業

である有松絞りについて学びにきました。普段の案内に作業場や

お店を加えるなど、絞り産業の過去・現在・未来を考える機会を

提供する場となりました。絞会館や山車会館で熱心に見学するだ

だけでなく、お店や工房では繰り返し質問をされていました。別

途絞り体験をされた方も12名いました。絞り関係の方々のご協力

があってこその研修でした。  　  絞会館資料室で英語のビデオ視聴

　催事・行事予定 　

6月1日(土)2日(日)　9:00～17:00　第40回有松絞りまつり

6月17日(月)　18:00　有松町並み相談会　コミセン 　

6月23日(日)      7:30　かえで道清掃　有松まちづくりの会

6月24日(月)　18:00　有松まちづくりの会役員会
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